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当社取締役会の実効性に関する評価結果の概要について  

 

当社は、コーポレート・ガバナンスコードに基づき、取締役会の実効性を高め、企業価値向上を図

ることを目的として、取締役会の実効性に関する評価を実施いたしましたので、その結果の概要をお

知らせいたします。 

 

記 

 

１． 評価の方法 

当社は、全ての取締役及び監査役に対して、下記「２.評価項目」の大項目に関するアンケート

を実施いたしました。回答は５段階評価とし、かつ「理由・改善すべき点」を設けて建設的な意

見を得るようにし、全員の回答結果の集計・評価を実施いたしました。 

 

 

２. 評価項目 

（１）取締役会の構成         （設問 7 問） 

（２）取締役会の運営         （設問 10 問） 

（３）取締役会の議題         （設問 12 問） 

（４）サステナビリティ等を巡る課題  （設問１問） 

（５）取締役会を支える体制      （設問２問） 

（６）株主との関係          （設問２問） 

 

 

３．評価結果の概要 

  （１）取締役会の構成 

当社の取締役会は、専門知識や経験等のバックグラウンドが異なる多様な取締役及び監査役の

10 名で構成されており、適切であるという評価結果となりました。 

  （２）取締役会の運営  

取締役会の年間スケジュール、開催頻度、会議資料及び審議時間は概ね妥当であり、社外取締

役及び監査役が自由に発言できる雰囲気もあることから、全体として適切であるという評価結果

となりました。 

（３）取締役会の議題  

 「企業戦略」「議題の選定」「審議時間」「経営幹部の選任・解任」「リスク管理」及び「取締役

の報酬」に関しては、適切に審議されているという評価結果となりました。 

特に「取締役の報酬」については、2023 年 12 月に設置された指名報酬委員会の活動内容が評価

されました。 

（４）サステナビリティ等を巡る課題 

中長期的な企業価値の向上の観点から、自社のサステナビリティやＳＤＧｓ及び女性活躍促進

を巡る取り組みについては、議論できているという評価結果となりました。 



 

一方で、より具体的な取り組みについての議論が必要である旨の意見がありました。 

（５）取締役会を支える体制 

 外部の専門家の助言を得る機会や会社の事業・財務・組織等に関する必要な知識を取得する機

会が与えられているという評価結果となりました。 

 一方で、個々のトレーニング機会の提供は、改善の余地がある旨の意見がありました。 

（６）株主との関係 

 外国人投資家を配慮した情報開示、英文情報の拡充や株主への利益還元方針についての対話な

どは適切に行われているという評価結果となりました。 

 一方で、過去実施していた株主総会後の（個人株主等に対する）事業説明会については、コロ

ナ禍があったことから中断しているため、この点が課題である旨の意見がありました。 

 

全評価                4.2 

    （１）取締役会の構成          4.2 

    （２）取締役会の運営          4.6 

    （３）取締役会の議題          4.4 

    （４）サステナビリティ等を巡る課題   3.8 

    （５）取締役会を支える体制       3.9 

    （６）株主との関係           4.6 

 

上記の評価結果から、当社の取締役会は概ね適切に機能し、取締役会の実効性は確保されている

ことを確認いたしました。 

   一方、「サステナビリティ等を巡る課題」及び「取締役会を支える体制」に関する取り組みにつき

ましては、継続的な議論が必要であることを確認いたしました。 

 

４.今後の取り組み 

当社取締役会は、今回の評価結果に基づき十分な議論を重ね、課題を解決することにより取締役会

の実効性を高め、更なる企業価値向上に努めてまいります。 

 

 

以上 


